
公益社団法人　杉並区シルバー人材センター広報誌

������

令和6年度事業計画と収支予算
60歳からの手習い
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令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
杉
並

区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
三
カ
年
に
わ

た
る
中
期
計
画
～
れ
い
わ
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ラ

ン
～
も
い
よ
い
よ
最
終
年
度
の
計
画
実
行
に

向
け
て
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
も
よ
う
や

く
落
ち
着
き
を
見
せ
た
昨
今
、
大
き
く
変
化

し
た
社
会
状
況
に
見
合
う
新
た
な
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
推
進
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
令
和
６
年
度
は
、
翌
令
和
７
年
度

か
ら
の
第
三
次
れ
い
わ
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン

の
策
定
を
見
据
え
た
事
業
運
営
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と
し
て
、

次
の
と
お
り
事
業
計
画
を
策
定
し
、
収
支
予

算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
め

て
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
の
理
念
に
基

づ
く
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
関
わ
る
一
員

と
し
て
今
年
度
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
受
託
事
業　

区
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す

る
杉
並
区
か
ら
の
受
託
業
務
は
、
シ
ル
バ
ー

が
受
託
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
示
し
、
現
在

の
シ
ル
バ
ー
が
で
き
る
こ
と
の
提
案
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
就
業
形
態
に

応
じ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
民
間
や
一
般
家
庭
か
ら
の
依
頼
が
多
い

植
木
剪
定
、
除
草
、
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
な
ど

引
き
続
き
今
後
の
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
職
種
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
会
員
が
就
業

を
希
望
す
る
よ
う
に
就
業
環
境
を
良
好
に
整

備
し
、
需
要
に
応
え
て
い
け
る
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

②
就
業
機
会
提
供
事
業　

就
業

開
拓
員
を
雇
用
し
、
請
負
・
派

遣
に
か
か
わ
ら
ず
区
内
の
民
間

事
業
所
等
に
対
す
る
営
業
活
動

を
強
化
し
、
新
規
受
注
獲
得
を

目
指
し
ま
す
。
受
注
の
増
加
傾

向
に
あ
る
職
種
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
雇
用
し
、

就
業
で
き
る
会
員
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
円
滑
に
進
め
、
多
く
の

会
員
が
早
期
に
就
業
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

希
望
す
る
職
種
に
就
業
で
き
る

会
員
の
地
域
格
差
を
解
消
す
る

た
め
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
職

種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
種
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
講

習
会
や
研
修
会
を
開
催
し
、
そ
の
職
種
へ
の

就
業
を
希
望
す
る
会
員
の
増
加
を
図
り
ま

す
。

③
労
働
者
派
遣
事
業　

就
業
（
派
遣
）
先

で
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
就
業
す
る
労
働
者

派
遣
事
業
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員
が

で
き
る
仕
事
の
種
類
や
範
囲
を
的
確
に
発
注

す
る
事
業
者
へ
伝
え
て
い
き
、
様
々
な
仕
事

の
種
類
に
応
じ
ら
れ
る
会
員
情
報
の
登
録
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
調
査
研
究
事
業　

顧
客
の
満
足
度
を
測

り
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
民
間・一
般
家
庭
向
け
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
杉
並
区
か
ら
受
託
し
た

事
業
に
係
る
満
足
度
に
つ
い
て
は
適
正
な
事

業
の
履
行
に
努
め
、
杉
並
区
履
行
評
価
基
準

に
基
づ
く
評
価
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
満
足
度
を
測
る
た
め
、
会

員
実
態
調
査
を
行
い
、
第
三
次
れ
い
わ
ラ
イ

ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
策
定
に
反
映
し
ま
す
。

⑤
相
談
事
業　
同
一
職
種
に
お
け
る
就
業
上

の
相
談
事
や
意
見
交
換
等
の
機
会
と
し
て
必

要
に
応
じ
て
職
種
ご
と
の
就
業
連
絡
会
を
開

催
し
、円
滑
な
事
業
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
入
会
し
て
も
自
分
が
希
望
す
る
仕
事

へ
の
就
業
が
困
難
な
会
員
を
対
象
と
す
る
職

種
別
の
相
談
会
を
開
催
し
、
新
規
就
業
者
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

⑥
研
修
・
講
習
事
業　

就
業
会
員
の
適
正

就
業
意
識
を
培
う
た
め
、
接
遇
や
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
等
の
研
修
及
び
事
故
の
未
然
防
止

に
向
け
た
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
東
京
都
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
等
他
機
関
と
の

共
催
に
よ
る
技
能
・
知
識
習
得
の
た
め
の
研

修
・
講
習
の
受
講
を
促
進
し
、
会
員
の
技
能

の
向
上
と
と
も
に
事
務
局
職
員
の
研
鑽
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑦
普
及
啓
発
事
業　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
適

応
で
き
る
会
員
の
増
加
を
図
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
的
確
な
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下「
ス
マ
ホ
」と

い
う
。）の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
昨
年
度
設

置
し
た
会
員
に
よ
る
ス
マ
ホ
班
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、Sm

ile to Sm
ile

（
ス
マ

イ
ル･

ト
ゥ･

ス
マ
イ
ル
）を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

⑧
社
会
参
加
等
支
援
事
業　

区
内
７
地
区

（
高
円
寺
・
和
田
堀
・
阿
佐
谷
・
和
泉
下
高
・

井
荻
・
高
井
戸
・
荻
窪
）
に
お
け
る
地
区
活

動
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
担

当
理
事
・
地
区
委
員
・
事
務
局
職
員
が
連
携

し
、
活
発
に
活
動
す
る
地
区
運
営
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
独
自
の
取
組
と
し
て

区
民
に
好
評
な
「
シ
ル
バ
ー
孫
の
手
事
業
」

の
利
用
者
と
活
動
会
員
の
増
加
を
図
り
、
就

業
以
外
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑨
安
全
就
業
等
推
進
事
業　
植
木
剪
定
、
除

草
、
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
清
掃
、
有
料
制
自

転
車
駐
車
場
管
理
、
通
学
案
内
交
通
指
導
を

中
心
に
、
安
全
管
理
推
進
員
に
よ
る
安
全
適

正
巡
回
指
導
を
定
期
的
に
行
い
、
事
件
・
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
自
転
車
利
用
に
お
け
る
傷

害
事
故
や
転
倒
事
故
の
減
少
に
向
け
た
安
全

講
習
の
実
施
や
会
員
一
人
一
人
の
健
康
維
持

に
対
す
る
意
識
向
上
の
た
め
、
み
に
ニ
ュ
ー

ス
等
を
活
用
し
た
啓
発
を
行
い
ま
す
。

⑩
セ
ン
タ
ー
運
営　
み
な
み
阿
佐
ヶ
谷
ビ
ル

の
６
階
と
７
階
に
本
部
事
務
局
を
設
け
、
清

水
分
室
で
対
応
し
て
い
た
職
種
の
内
、
マ
ン

シ
ョ
ン
共
用
部
の
清
掃
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
、
屋
内
外
の
雑
役
業
務
等
を
本
部
７
階
へ

移
す
こ
と
で
、
清
水
分
室
で
は
主
に
植
木
剪

定
や
除
草
な
ど
の
技
能
系
職
種
を
担
当
す
る

な
ど
、
区
民
や
会
員
に
分
か
り
や
す
く
効
率

的
な
事
務
局
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
収
支
予
算
に
お
い
て
は
、
表

の
と
お
り
収
益
に
つ
い
て
は
、
概
ね
前
年
度

補
正
後
の
予
算
額
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
正

味
財
産
期
末
残
高
が
、
令
和
４
年
度
末
に
落

ち
こ
ん
だ
正
味
財
産
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

経
費
を
節
減
し
、
当
年
期
首
残
高
と
ほ
ぼ
同

額
と
な
る
よ
う
に
編
成
し
ま
し
た
。

表　令和6年度　収支予算（単位：円）

収益（収入） 本年度 前年度（補正後） 差引増減
受託事業収益 888,749,000 882,283,000 6,466,000

受託事業収益 779,338,000 779,460,000 △ 122,000
 受取材料費 7,826,000 8,672,000 △ 846,000
 受取事務費 101,585,000 94,151,000 7,434,000

労働者派遣事業等受託収益 5,620,000 5,445,000 175,000
正会員受取会費 5,580,000 5,650,000 △ 70,000
受取連合交付金 20,647,000 21,011,000 △ 364,000
受取区補助金 120,883,000 122,602,000 △ 1,719,000
受取自動車安全装置支援助成 0 200,000 △ 200,000
特定資産受取利息 1,000 1,000 0
雑収益 1,000 390,000 △ 389,000
A　収益（収入）合計 1,041,481,000 1,037,582,000 3,899,000

費用（支出） 本年度 前年度（補正後） 差引増減
受託事業 784,645,000 785,846,000 △ 1,201,000

 支払配分金 779,338,000 779,460,000 △ 122,000
 支払材料費 5,307,000 6,386,000 △ 1,079,000

就業機会提供事業 80,053,000 85,959,000 △ 5,906,000
労働者派遣事業 415,000 321,000 94,000
調査研究事業 1,032,000 501,000 531,000
相談事業 4,000 22,000 △ 18,000
研修・講習事業 161,000 308,000 △ 147,000
普及啓発事業 5,822,000 3,643,000 2,179,000
社会参加等支援事業 4,401,000 1,289,000 3,112,000
安全就業等推進事業 2,698,000 4,592,000 △ 1,894,000
共通（事業費） 118,986,000 112,149,000 6,837,000
管理費 43,265,000 43,450,000 △ 185,000
B　費用（支出）合計 1,041,482,000 1,038,080,000 3,402,000
 当期一般正味財産増減額 A-B △ 1,000 △ 498,000 497,000
 一般正味財産期首残高 103,121,018 103,614,018 △ 493,000
 一般正味財産期末残高 103,120,018 103,121,018 △ 1,000

令和6年度

事業計画
と

収支予算

　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
安
全
を
す
べ

て
に
優
先
さ
せ
て
い
ま
す
か
？
と
も
す
れ

ば
、
私
自
身
も
胸
に
手
を
当
て
る
と
…
、
今

朝
は
点
滅
し
た
信
号
の
横
断
歩
道
を
走
っ

て
渡
ら
な
か
っ
た
か
な
？
滑
り
や
す
い
マ

ン
ホ
ー
ル
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
避
け
て
い

た
か
な
？
自
転
車
が
飛
び
出
し
て
き
そ
う

な
路
地
は
一
旦
停
止
し
た
か
な
？
出
勤
す

る
だ
け
で
も
自
分
は
ど
う
な
ん
だ
い
？
と

考
え
な
が
ら
書
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先

す
る
」
と
の
基
本
理
念
の
も
と
、
組
織
一

丸
と
な
っ
て
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
『
安

全
宣
言
』
が
東
京
都
連
合
か
ら
発
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
次
の
三
項
目
が
宣
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
危
険
ま
た
は
有
害
な
作
業
を
内
容
と
す
る

業
務
は
受
注
し
な
い

・
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能
の
情
報
を
共
有
す
る

安
全
を
す
べ
て
に
優
先
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

�

安
全
就
業
推
進
員
　
斉
藤
光
康
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・
事
故
の
情
報
を
分
析
し
再
発
防
止
を
徹
底

す
る

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
宣
言
を
杉
並
区
で
は

ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
う
活
用
す
れ
ば

効
果
的
か
を
、
実
例
を
も
と
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
危
険
ま
た
は
有
害
な
作
業
を
内
容
と
す

る
業
務
は
受
注
し
な
い

　

こ
れ
は
事
務
局
で
、
お
客
様
か
ら
発
注

さ
れ
る
際
に
す
で
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る

た
め
、
み
な
さ
ん
の
元
に
は
仕
事
と
し
て

来
づ
ら
い
で
す
。
例
え
ば
、
６
ｍ
以
上
の

高
木
の
植
木
剪
定
、
家
事
援
助
で
の
高
所

の
窓
拭
き
作
業
、
階
を
跨
い
だ
階
段
で
の

家
具
の
移
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
お

客
様
か
ら
懇
願
さ
れ
て
、
つ
い
つ
い
良
か

れ
と
思
っ
て
作
業
を
し
て
し
ま
う
と
、
大

き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能
の
情
報
を
共
有
す
る

　

会
員
手
帳
の
２
ペ
ー
ジ
、
長
く
就
業
す

る
た
め
に
～
８
つ
の
取
組
～
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
記
載
し
ま
せ
ん
が
、

事
故
の
未
然
防
止
を
意
識
し
た
取
組
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
業
前
に
は

「
安
全
心
得
10
カ
条
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
実
践
、
良
好
な
健
康
状
態
を
意
識

し
て
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

③
事
故
の
情
報
を
分
析
し
再
発
防
止
を
徹

底
す
る

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
、
み
な

さ
ん
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
毎
月

の
よ
う
に
黄
色
の
帯
で
「
事
故
発
生
状
況
」

…
出
て
い
ま
す
よ
ね
？
ご
自
身
と
同
じ
性

別
の
方
、
同
じ
年
齢
の
方
、
同
じ
就
業
先

の
方
、
同
じ
よ
う
な
事
故
に
遭
い
そ
う
に

な
っ
た
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

来
月
か
ら
ま
ず
、
黄
色
い
帯
を
注
意
し
て

見
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
多
発

し
て
い
る
の
は
転
倒
事
故
で
、
転
倒
予
防

体
操
な
ど
は
体
幹
を
鍛
え
る
う
え
で
も
効

果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

最
後
に
、
３
つ
の
数
字
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
25
・
28
・
35
。
こ
れ
は
何
で
し
ょ

う
か
？
正
解
は
、
令
和
２
年
・
３
年
・
４

年
の
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
で
発
生
し
た
傷
害
・

賠
償
事
故
の
発
生
件
数
で
す
。
こ
れ
を
何

と
か
減
ら
す
活
動
を
、
安
全
管
理
委
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
安
全
就
業
推
進
員
と
し
て
、

日
々
安
全
啓
発
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
安

全
を
す
べ
て
に
優
先
し
、
健
康
で
末
永
く

セ
ン
タ
ー
で
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
私

自
身
も
肝
に
銘
じ
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

安
全
を
意
識
し
た
日
常
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
の
帰
り
道
か
ら
早
速
実
践

で
す
。

地
区
活
動
報
告

阿
佐
谷
地
区
・
高
井
戸
地
区

神
田
川
・
環
状
七
号
線

地
下
調
節
池
見
学

　

阿
佐
谷
・
高
井
戸
地
区
で
は
、
令
和
５

年
度
の
地
区
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
12
月
14

日
と
1
月
11
日
に
神
田
川
・
環
状
七
号
線

地
下
調
節
池
を
団
体
見
学
し
ま
し
た
。
参

加
者
募
集
チ
ラ
シ
の
反
響
が
大
き
く
、
１

日
目
42
名
、
２
日
目
33
名
と
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
水
害
の
起
き
に
く
い

11
月
か
ら
5
月
の
間
に
東
京
都
第
三
建
設

事
務
所
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
所

要
時
間
は
２
時
間
程
で
、
ま
ず
事
務
所
内

の
会
議
室
で
調
節
池
が
造
ら
れ
た
目
的
や

水
害
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
雨

水
を
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
地
下
に
貯
め
、

河
川
に
放
流
し
て
水
害
を
防
ぐ
の
か
、
施

設
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
を
見
な
が
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
等
を
操
作
し
て

い
る
中
央
監
視
操
作
盤
を
見
た
後
、
い
よ

い
よ
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
見
学
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
、
階
段
２
２
２
段
（
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
あ
り
。）
を
地
下
40
メ
ー
ト
ル
ま

で
降
り
た
先
、
潜
水
艦
の
ハ
ッ
チ
の
よ
う
な

厚
い
扉
の
向
こ
う
に
あ
り
ま
す
。
内
径
12
・

５
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
ト
ン
ネ
ル
に
一
歩

入
る
と
、「
お
～
！
」
と
驚
く
声
が
ち
ら
ほ

ら
聞
こ
え
ま
し
た
。
真
っ
暗
闇
の
世
界
を
、

職
員
の
方
が
照
明
器
具
で
照
ら
し
な
が
ら

誘
導
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
巨
大
ト
ン
ネ

ル
が
神
田
川
流
域
の
水
害
か
ら
都
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と

実
感
し
な
が
ら
後
に
続
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
な
か
な
か
見
る

機
会
も
な
い
の
で
、
今
回
見
学
で
き
て
と

て
も
良
か
っ
た
。」「
普
段
暮
ら
し
て
い
る

街
の
地
下
に
こ
ん
な
空
間
が
あ
る
な
ん
て

思
わ
な
い
よ
ね
。」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
一
見
の
価
値
あ
り
！
機
会
が

あ
れ
ば
再
度
見
学
し
た
い
施
設
で
し
た
。

�

（
理
事
　
菊
田
）

65
歳
か
ら
の

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

１
２
４
９
３　
大
倉　
光
男

　

65
歳
の
５
月
に
「
外
苑
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ス
タ
」
に
出
展
し
て
い
た
ジ
ム
の
体
験
で
ス

タ
ッ
フ
に
背
中
を
押
さ
れ
た
の
が
ご
縁
の

始
ま
り
で
し
た
。
自
宅
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
ジ
ム
が
あ
る
こ
と
も
す
ぐ
に
入
会
す

る
動
機
に
な
り
ま
し
た
。
気
づ
け
ば
、
週
に

多
い
時
で
５
日
は
通
い
続
け
て
い
て
、
入
会

し
た
年
に
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
購
入
し
、
同
じ

年
の
９
月
末
に
は
ジ
ム
仲
間
20
数
名
と
「
ホ

ノ
ル
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
」
に
参
加
し

ま
し
た
。「
ホ
ノ
ル
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ

ド
」
は
外
国
人
を
含
め
て
総
勢
８
０
０
人
を

超
え
る
大
会
で
、
片
道
80
キ
ロ
を
往
復
で

１
６
０
キ
ロ
を
一
日
で
走
り
切
る
ラ
イ
ド
で

す
。
20
数
キ
ロ
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
元
気
を
取
り
戻
し
な
が
ら
競
争
で
は
な

く
楽
し
く
走
る
。
素
晴
ら
し
い
空
気
感
と
青

い
空
と
海
を
見
な
が
ら
自
転
車
を
走
ら
せ

る
の
が
魅
力
で
す
。

　

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
そ
れ
以
来
ジ

ム
に
嵌
り
、
外
乗
り
も
楽
し
み
、
ヨ
ガ
や
ピ

ラ
テ
ィ
ス
な
ど
健
康
に
良
い
も
の
は
同
じ

ジ
ム
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
体
力
の
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。
交
通
指
導
員
の
仕
事

の
合
間
に
サ
イ
ク
ル
ジ
ム
に
通
い
、
毎
日
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
９

月
末
に
は
４
回
目
の
「
ホ
ノ
ル
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ラ
イ
ド
」
で
ハ
ワ
イ
の
海
岸
線
を
走
り

抜
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
明
る
い
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
、
皆

様
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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噺
で
も
出
来
れ
ば
な
あ
、
と
常
々
思
っ
て
い

た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
杉
並
区
の
認

知
症
予
防
講
座
の
一
環
に
「
落
語
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
あ
り
、
一
目
散
に
受
講
し
ま
し

た
。

　

70
の
手
習
い
に
し
て
は
、
さ
ぞ
厳
し
い
修

業
か
と
案
じ
な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。

自
分
の
高
座
名
を
作
る
か
ら
始
ま
り
、
寿
限

無
の
暗
唱
、
早
口
言
葉
の
練
習
、
落
語
で
の

仕
種
、
そ
し
て
扇
子
と
手
ぬ
ぐ
い
の
使
い
方

等
々
、
所
作
か
ら
の
学
び
で
し
た
。

　

ま
ず
は
高
座
に
上
り
自
己
紹
介
。
話
す
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
て
も
高
座
と
な
る
と

頭
の
中
は
真
っ
白
。
聴
く
に
や
す
し
話
す
に

言
葉
出
ず
、
の
心
境
で
す
。

　

受
講
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
字
を
覚
え
ら

れ
ず
と
も
、
高
座
名
で
気
軽
に
呼
び
合
う
仲

と
な
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

終
盤
に
さ
し
か
か
る
と
、
い
よ
い
よ
高
座

で
の
小
噺
お
披
露
目
で
す
。
講
師
の
方
々
を

お
手
本
に
、
3
人
の
登
場
人
物
の
声
色
を
変

え
、
右
見
、
左
見
、
時
に
は
正
面
を
向
い
て

オ
チ
に
進
む
。
拍
手
を
い
た
だ
く
喜
び
、
面

白
味
を
感
じ
る
時
で
し
た
。

　
「
い
つ
か
ホ
ー
ル
で
や
れ
ば
？
」
の
友
人

の
言
葉
を
励
み
に
、
熱
を
冷
さ
ず
頑
張
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
皆
様
も
一
席
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

社
交
ダ
ン
ス
で
ス
マ
イ
ル

１
３
６
５
５　
平
塚
加
代
子

　

き
っ
か
け
は
、
広
報
す
ぎ
な
み
で
し
た
。

「
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室
（
全
６
回
）
阿

佐
ヶ
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
」

　

そ
の
初
心
者
教
室
参
加
が
、
今
や
三
度
の

ご
は
ん
よ
り
好
き
に
な
っ
た
私
の
社
交
ダ
ン

ス
ラ
イ
フ
の
始
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
回
の
講
習
の
後
、
サ
ー
ク
ル
が
で
き
て

３
年
程
習
い
、
そ
の
後
は
高
田
馬
場
の
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
へ
。
習
っ
て
い
た
先
生
が
荻
窪

で
サ
ー
ク
ル
を
開
い
た
の
で
、
そ
こ
に
移
っ

て
10
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
今
の
メ
ン
バ
ー

は
60
代
～
80
代
の
男
女
７
名
。
週
１
回
の

サ
ー
ク
ル
以
外
に
あ
ち
こ
ち
週
１
～
３
回
踊

り
に
♪

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
こ
と

は
、
と
て
も
楽
し
く
気
持
ち
が
良
い
も
の
で

す
。
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
・
チ
ャ
チ
ャ
・
ル
ン

バ
等
音
楽
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
聴
い
て
い
る
だ

け
で
も
脳
が
喜
び
ま
す
（
笑
）。

　

ダ
ン
ス
の
力
に
感
動
す
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
付
き
添
い
の
方
に
支
え
ら
れ
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
来
ら
れ

る
認
知
症
の
方
は
会
場
に
入
る
や
付
き
添
い

の
方
の
手
を
放
し
、
笑
顔
で
身
体
を
動
か
し

始
め
ま
す
。
が
ん
を
患
っ
て
い
る
90
歳
近
い

方
は
「
楽
し
い
か
ら
来
ら
れ
る
限
り
来
ま
す

よ
」
と
、
こ
れ
ま
た
笑
顔
で
す
。
別
の
ス
タ

ジ
オ
で
す
が
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
も
、
ス

タ
ッ
フ
の
リ
ー
ド
で
き
れ
い
に
踊
っ
て
い
ま

す
。
車
い
す
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
障
害
が
あ
っ

て
も
音
楽
と
と
も
に
自
分
を
表
現
で
き
る
ダ

ン
ス
は
、本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
シ
ル
バ
ー
で
保
育
関
係
の
お

仕
事
に
就
い
て
い
て
、
音
楽
（
園
児
さ
ん
の

愛
ら
し
い
声
＆
保
育
士
さ
ん
の
歌
声
）
と
運

動
（
お
掃
除
）
で
、
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

八
日
亭
　
お
は
ぎ
で
ご
ざ
い
ま
す

１
４
１
２
７　
加
藤　
和
子

　

長
年
高
齢
者
施
設
で
働
い
て
き
て
、
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
私
の
喜
び
で

も
あ
り
、
少
し
の
時
間
を
利
用
し
て
何
か
小

　

現
在
、
登
録
者
数
は
約
７
０
０
名
、
セ
ン

タ
ー
全
体
の
約
４
分
の
１
の
方
が
登
録
を
完

了
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
登
録
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
①
配

分
金
明
細
が
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
。
②
新
し

い
就
業
情
報
が
毎
週
見
れ
る
。
③
お
知
ら
せ

は
何
回
で
も
閲
覧
可
能
。
実
際
に
使
用
し
て

い
る
会
員
の
方
々
か
ら
も
嬉
し
い
声
が
届
い

て
い
ま
す
！
「
常
に
最
新
の
情
報
が
確
認
で

き
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
簡
単
に
希
望
が
出
せ
る

か
ら
便
利
」・「
毎
月
の
配
分
金
を
知
る
こ
と

で
自
分
が
働
き
た
い
目
標
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
」・「
今
ま
で
は
自
宅
に
紙
で
届
い
て

も
す
ぐ
に
破
棄
し
て
い
た
け
れ
ど
、
何
回
で

も
閲
覧
で
き
る
か
ら
助
か
る
」。
他
に
も
会

員
の
皆
様
が
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

何
事
に
お
い
て
も
、
年
齢
が
高
く
な
る
と

苦
手
意
識
を
強
く
感
じ
が
ち
で
す
が
、
皆

様
の
す
ぐ
傍
で
デ
ジ
タ
ル
化
は
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。
一
度
は
似
た
よ
う
な
経
験
が
あ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
友
人
と
食
事
に
行
っ
た
お
店
で
は

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
注
文

を
お
願
い
さ
れ
た
り
、
支
払
方
法
も
○
○ｐ

ａ
ｙ
・
交
通
系
Ｉ
Ｃ
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ク
シ
ー
ト
」
で

す
。
一
日
の
中

で
少
し
で
も
食

べ
た
食
品
群
に

は
○
（
マ
ル
）

を
付
け
ま
す
。

翌
日
は
、
○
が

付
か
な
か
っ
た

食
品
を
意
識

し
て
食
べ
る
よ

う
に
心
が
け
ま

す
。
冷
蔵
庫
に

貼
っ
た
り
、
買

い
物
に
行
く
前

に
確
認
し
た

り
、
様
々
な
方

法
で
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
は

つ
ら
つ
手
帳

（
令
和
５
年
度

版
）」
は
、
荻

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
や
お
近
く
の
ケ
ア
24
、
介

護
予
防
事
業
で
配
布
を
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

意
識
し
て
「
食
べ
る
」
こ
と
を
心
が
け
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食べて元気に
フレイル予防

杉並保健所保健サービス課
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い
つ
ま
で
も
若
さ
と
元
気
を
保
つ
た
め
に

は
、
意
識
し
て
「
食
べ
る
」
こ
と
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
期
に
な
る
と
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
食
べ
る
量
が
減
っ
た

り
、
食
べ
る
食
品
や
料
理
が
偏
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
買
い
物
に
行
く
回
数
が

減
っ
た
、い
つ
も
同
じ
よ
う
な
食
材
を
買
う
、

重
い
食
材
を
買
う
こ
と
を
控
え
る
な
ど
、
思

い
当
た
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
食
事
は
、
た
ん

ぱ
く
質
を
多
く
摂
る
こ
と
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
給
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
の
調
査
結
果
か
ら
、
多
様
な
食
品
を
摂

取
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
筋
肉
量
が
多
く
、
体

力
（
握
力
や
歩
行
速
度
）
が
高
く
、
そ
の
後

の
筋
肉
量
や
体
力
の
低
下
を
予
防
で
き
る
可

能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
に
、「
主
食・

主
菜
・
副
菜
」
を
そ
ろ
え
て
食
べ
る
頻
度
が

少
な
い
人
は
、
フ
レ
イ
ル
の
該
当
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
毎
日
の
食
生
活
を
少
し
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
一
日
三
食
し
っ
か
り
食
べ
る

②
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
主
食
、
魚
・
肉
・
卵

な
ど
の
主
菜
、
野
菜
・
果
物
な
ど
の
副
菜

が
そ
ろ
っ
た
食
事
を
し
て
い
る

③
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食
べ
る

　

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
か
が
で
し
た
か
。
低

栄
養
は
身
近
な
問
題
で
す
。
欠
食
を
し
て
い

な
い
か
、
食
事
や
食
品
に
偏
り
が
な
い
か
な

ど
、
普
段
の
食
生
活
を
振
り
返
り
、
見
直
す

こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
時
、
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
が
「
は
つ

ら
つ
手
帳
（
杉
並
区
介
護
予
防
手
帳
）」
に

掲
載
し
て
い
る
「
ク
ッ
ク
10
（
テ
ン
）
チ
ェ
ッ

レ
ス
対
応
の
レ
ジ
が
増
え
た
り
、
専
用
の
セ

ル
フ
レ
ジ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
友
人
と
遊
ぶ
約
束
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
と
い
っ
た
機
能
を
使
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
ガ
ラ
ケ
ー
も
各
通
信
会
社

で
サ
ー
ビ
ス
終
了
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ス
マ
ホ
時
代
へ
突
入
す
る
の
は
時
間
の

問
題
で
す
。

　

少
し
で
も
早
く
、
ご
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
一
歩
目
と
し
て
是
非
、「
Ｓ
ｍ
ｉ

ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
併
せ
て
、
ス
マ
ホ
班
が
毎
月
開

催
し
て
い
る
講
習
会
や
相
談
会
も
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
３
月
に
実
施
し
た
、
登
録
相
談

会
も
大
盛
況
で
し
た
。
新
し
い
こ
と
を
覚
え

た
り
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
今
ま
で
見
て

き
た
景
色
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
は
ず
で
す
。

Smileを
活用しよう!



　
「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
」「
令
和
５
年

度
決
算
書
類
の
承
認
の
件
」
等
の
た
め
の

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
令
和
６
年
６
月
25
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
始

　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

※
所
要
時
間
は
、
概
ね
１
時
間
半
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
感
染
状
況
等
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

会
場
：
セ
シ
オ
ン
杉
並　

ホ
ー
ル

　

第
14
回
定
時
総
会
閉
会
後
、
同
会
場
で

地
区
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
委
員
の
皆

様
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公益社団法人　杉並区シルバー人材センター
〒166-0004　東京都杉並区阿佐谷南1丁目14番2号　みなみ阿佐ヶ谷ビル6階　☎︎03-3317-2217　FAX 03-3317-9090

「
心
落
ち
着
く
桜
の
木
」

　
　

1
2
3
8
6
　
島
川
　
由
美

　
「
地
面
に
散
る
花
び
ら
？
」
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
桜
の
木
の

幹
。
コ
ケ
、
ノ
キ
シ
ノ
ブ
に
花
び
ら
が
落

ち
て
き
ま
し
た
。
あ
る
年
の
４
月
初
旬
の

情
景
。
元
気
が
な
い
時
、
コ
ケ
に
掌
を
当

て
る
と
ジ
ー
ン
と
し
て
落
ち
着
き
ま
す
。

担
当
ア
パ
ー
ト
に
清
掃
仕
事
に
向
か
う
時
、

見
送
っ
て
く
れ
る
の
も
、
こ
の
桜
。
長
年
、

掃
き
掃
除
を
毎
日
な
さ
る
大
家
さ
ん
ご
一

家
を
見
て
き
た
か
ら
、
私
は
こ
の
仕
事
を

選
ん
だ
の
か
な
。
花
も
葉
も
枝
も
た
く
さ

ん
落
ち
る
ん
で
す
。

　

令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

波
が
来
て
お
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
入

会
説
明
会
・
入
会
手
続
き
、「Sm

ile to 
Sm

ile

」
に
登
録
す
る
こ
と
で
セ
ン
タ
ー

の
情
報
・
仕
事
依
頼
等
が
ス
マ
ホ
で
適
宜

可
能
と
な
り
、
あ
る
意
味
便
利
と
な
り
ま

す
が
、
多
少
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
便
利
な
ツ
ー

ル
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
習

う
よ
り
慣
れ
よ
」
で
す
。
昨
今
は
、
お
孫

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
マ

ホ
が
主
流
と
の
こ
と
。 

（
近
内�

茂
樹
）

　

令
和
３
年
度
末
に
荻
窪
分
室
を
閉
鎖
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
本

部
６
階
と
清
水
分
室
の
２
カ
所
で
担
当
業

務
を
分
担
し
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
植
木
剪
定
に
係
る
三
脚
や
脚
立

置
き
場
と
し
て
借
用
し
て
い
た
天
沼
作
業

所
の
賃
貸
終
了
に
伴
い
、
更
な
る
事
務
局

運
営
の
効
率
化
を
目
的
と
し
、
し
ろ
が
ね

工
房
の
作
業
場
を
清
水
分
室
に
移
転
し
、

本
部
７
階
に
事
務
局
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。

　

主
な
担
当
業
務
は
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
業
務
ご

と
に
事
務
局
あ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
業
報
告
書
等
の
書
類
の
提
出

の
み
で
あ
れ
ば
、
本
部
１
階
に
担
当
す
る

事
務
局
宛
ポ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

投
函
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

局
担
当
者
宛
に
回
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
　
事
務
局
組
織
編
成

第
14
回 

定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度 

全
体
地
区
委
員
会
の
お
知
ら
せ

事務局 所属職員名 主な担当業務

本
部
６
階

みなみ阿佐ヶ谷ビル601
主 杉並区等公共業務／派遣
TEL:03-3317-2217
FAX:03-3317-9090

安藤事務局長
山口・林道・小林
伊東・水野・南雲・中村
宮城・簑田 短 ・田中 拓

小川 臨 ・多門 臨 ・木村 臨 ・今 臨

有料制自転車駐車場管理／通学案内交通指導／小・中学校施設管理／
児童館運営管理（日曜日・夜間目的外／おはようタイム）／公園・運動
施設等管理・屋外清掃／賞状等毛筆筆耕／広報紙・ポスター等配達・
掲出／入園グッズ縫製・和裁／ショップ銀の手／派遣事業／しろがね
工房／環境美化巡回指導／来庁者専用自転車整理／自転車整理

本
部
７
階

みなみ阿佐ヶ谷ビル701
主 民間企業・一般家庭
TEL 03-3317-9091
FAX 03-3317-9093

斉藤・田島・山田・早川 短

橋本 コ ・田中 コ ・中村 コ

マンション共用部等屋内清掃／家事援助・育児支援サービス／屋外清
掃（ふれあい農園・大田黒公園等）／民間施設管理（スーパーかご整理
含む）／会員企画提案事業（教室事業）／その他雑役（水やり等）／ゆ
うゆう館受付等事業運営／ハウスクリーニング

分　
室

清水3-22-4 正吉苑2F
主 技能職種
TEL 03-3394-2253
FAX 03-3394-5004

廣瀬所長・井上
森田 短 ・宮本 短 ・権田 短

運転手（月12日）

植木剪定／除草（草刈り・芝刈り含む）／障子・襖張替／網戸張替／包
丁研ぎ／出張サービス（パソコン操作・着付け・講座指導）／大工・塗
装等専門技術職種

※所属職員： 短 =時短事務職員（月16日）／ 拓 =就業開拓員（月12日）／ コ =業務コーディネーター（月12日）／ 臨 =臨時事務職員（月12日まで）


